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 「最近のUDへの取り組み 
         閑話・・・」 
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 （株）バリアフリーカンパニー代表取締役 

2012年11月27日 

 
 JFMA UD研究部会 施設事例研究 



本日の「閑話」は・・・ 
１．はじめに 

  ～自己紹介など 

２．「ハード」と「ソフト」そして 

  「ハート」のバリアフリー 

３．「バリアフリーは儲かる！」  

  企業の取り組みなどの事例 

 

  事例１）大手旅行代理店グループ 

       ・・・肝心のマーケットを取りこぼす 

          「ホスピタリティプロジェクト」とは？ 

   

  事例２）中堅注文住宅メーカー 

       ・・・ 起死回生を目指す？長いおつきあいの為には？ 

 

５．これからのバリアフリー（ユニバーサルデザイン）必要なことは？ 

 

６．終わりに 

   

 

 



自己紹介 



 
「バリアフリー」と 
「ユニバーサルデザイン」の違いは？ 
  
「バリアフリー」 
 ＝障害者など特別な人のためにバリア（不自由さ、不便さ）  
  を取り除こうとするもの 
「ユニバーサルデザイン」 
 ＝最初から誰にとってもバリア（不自由さ、不便さ）がない   
  ように配慮すること 
 
★いろんな人が居て当たり前 
   ～障害者、高齢者と言っても十人十色～ 
    
  
   
       
  
  

 



 
「ハード」と「ソフト」そして 
    「ハート」のバリアフリー 
 「高齢者」は障害のデパート 
  
 ⇒高齢者がキーワード 

 
 

   どのように生活して、何に困ってい

るのか分からなければ、ハードもソフ
トも適切に作ることができない。 
 



「高齢のお客さま」について 予備知識 

加齢により、体に色々な変化が起きています。 

頭 
・老化が進み、もの忘れが 
 ひどくなる 
・新しいことを受け入れる 
 のに時間がかかる 
 

耳 
・聴力の低下 
 

目 
・視力が低下 
・視野が狭くなる 

身体機能 
・全体的に機能が低下 
 

運動能力 
・全体的に低下 
・感覚と実際の動作に 
 ズレが生じる 
 

生理機能 
・排泄機能が低下 
・トイレが近くなる 
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「バリアフリーは儲かる！」  
  企業の取り組みなどの事例 
 「バリアフリーは儲かる！」PHP出版
から 

 
⇒企業の取り組みなどの事例 
 みずほ銀行 
 ANA 
 沖縄マリオットホテル 
 …etc 

 



BFCのWebから 
 

 ビジネスマーケットの分析と提案 

 「ユニバーサルな社会」の実現のためには、ターゲットユーザーが本当に必要とするハードやソフト
等を開発し、適切な体制とスタッフで提供・運用することが不可欠です。 

 しかし、現在の社会では「ユニバーサルデザイン対応」「バリアフリー対応」と謳うハードやソフト
の中には、市場分析を誤り、ターゲットユーザーに適しているとはいえないデザインやサービスを提
供し続けている事例が少なくありません。 

 バリアフリーカンパニーは、単に「ユニバーサルな社会」の理想を掲げるだけでなく、ビジネスの目
的や規模、予算に応じた、適切なターゲティングとセグメンテーションを提案いたします。 

 お客さまが狙ったターゲットユーザーにアプローチできるよう、ご提案をいたします。 

 
バリアフリーカンパニーが持つメリット 

 バリアフリーカンパニーのマーケティング・マネジメントが評価されている理由は、代表自らが障害
を持ち、日常の中の“不便”や“理不尽”を体感してきたうえで、正しく「顧客視点」に立って商品
やサービスの開発をサポートできるからにほかなりません。 

 また、代表が障害のある当事者でありながら、15年に渡って大手企業のビジネスマンとして経験（経
理、法務、人事等）を積み、高齢者、障害の有る方々とのネットワークと信頼関係を築いていること
も、質の高いコンサルティングが提供できる理由のひとつといえるでしょう。 

 「高齢者」と一口にいっても、その生活環境や価値観、ライフスタイルは十人十色です。また、「障
害のある方」も、障害の部位、障害の程度等によって価値観やライフスタイルは異なります。この他
に、世の中にはさまざまな不自由さを持っている方々がいらっしゃいます。 

 バリアフリーカンパニーは、こうしたユーザーが持つ多様性にきちんと注目し、ビジネス・サービス
にマッチしたソリューションを提供いたします。 

 ユーザー像は単一ではありません。年齢、生活環境、不自由さの程度等によってもニーズは異なって
きます。 

 「ユニバーサルな社会」に対応したビジネス・サービスを提供したいがどこから手を付ければよいか
わからない。施設のバリアフリー改修を推進したいが膨大なコストがかかるのではないか。改修はし
たがCSの向上になかなか結びつかない、といった悩みをお持ちの方は、ぜひ一度、バリアフリーカン
パニーにご相談ください。 

 



みずほ銀行ハートフルプロジェ
クト 



 
これからのバリアフリー 
（ユニバーサルデザイン） 
 「視覚・聴覚」の不自由さを軽減する
（情報保証） 

「特別」扱いではなく, 
  「ユニバーサル」な対応が必要。 
ユニバーサルに「わかりやすさ」がポ
イント 

⇒日本では、まずは 
      「ハートの教育！！」 



株式会社バリアフリーカンパニー 
 〒１７７-００４５東京都練馬区石神井台１－１２－３３ 

E-mail: nakazawa@barrier-free-jp.com 
Web Site: http://www.barrier-free-jp.com 
TEL 03-6795-8571  FAX  03-6795-8572 
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